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外国⼈⽣徒を含む保健体育の学習指導において教師が意識する役割を解明 

 
外国⼈⽣徒を含めたインクルーシブ教育の実現は、⽇本の学校教育における重要な課題の⼀つです。本

研究では、保健体育学習において、外国⼈⽣徒に対して、⾼等学校の⽇本⼈教師が、⾃らの役割や責任を
どのように位置付けているかを、インタビュー調査により明らかにしました。 

 

近年、⽇本の学校では、⽇本語指導を必要とする外国⼈⽣徒が急増しています。そうした⽇本語を第
⼆⾔語とする⽣徒を含めたインクルーシブな教育は、すべての⽣徒が複数の⾔語に触れ、新しい⽂化
や歴史、そして多様性を学ぶ機会をもたらし、認知能⼒の強化に役⽴つことが指摘されています。特に
体育学習は、⾝体教育を通して、公平、規律、敬意、チームワークなどを学ぶだけでなく、国や⽂化、
宗教を超えて⽣徒たちを結びつけ、平和や寛容、相互理解を促すことのできる重要な場です。 

本研究では、⽇本の⾼等学校の保健体育教師が授業で外国⼈⽣徒を指導する際に、教師⾃⾝が⾃ら
の役割や責任をどのように位置づけているかを、インタビュー調査により質的に明らかにしました。
その結果、①外国⼈⽣徒への安全な学習環境の確保、②外国⼈⽣徒の学習の適切な評価、③教師である
と同時に、ホストペアレントとしての責任（健康管理や⼼⾝のサポート）、という３つの点が意識され
ていることが分かりました。 

今回の成果から、⽇本の⾼等学校の保健体育学習において外国⼈⽣徒を含めたインクルーシブな教
育を実現していくためには、国や地⽅⾃治体の教育システムとして、指導計画や評価、教師の職務等、
外国⼈⽣徒の学習に対する明確で焦点化された指針を設定する必要があることが⽰されました。 
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 研究の背景  
今⽇のグローバル化を背景として、⽇本の学校では⽇本語指導を必要とする外国⼈⽣徒が急増してい

ます。外国⼈⽣徒にとっては、⾔葉やコミュニケーションの障壁が、学習だけでなく、学校の⽂化や習慣
の理解を困難にし、さらには、アイデンティティの危機や⾃⼰肯定感の低下につながることも指摘されて
います。しかしながら、現在の学校教育においては、外国⼈⽣徒への適切な対応や配慮のための体制が⼗
分に整備されていません。 

他⽅で、そうした⽇本語を第⼆⾔語とする外国⼈⽣徒を含めたインクルーシブな教育により、すべての
⽣徒が複数の⾔語に触れ、新しい⽂化や歴史、多様性を学ぶ機会が⽣まれ、認知能⼒の強化に役⽴つこと
が⽰されています（Sato et al., 2009）。中でも体育学習は、⾝体教育を通して、公平、規律、敬意、チー
ムワークなどを学ぶと同時に、国や⽂化、宗教を超えてすべての⽣徒を結びつけ、平和や寛容、相互理解
を促すことのできる重要な場となり得ます。 

そこで本研究では、よりよいインクルーシブ教育の実現に向け、ポジショニング理論注１）（Harré & van 
Langenhove, 1999）の枠組みを⽤いて、⾼等学校での外国⼈⽣徒を含むインクルーシブな教育としての
保健体育学習において、その指導を担当する⽇本⼈教師が、⾃らの役割や責任をどのように位置付けてい
るか（ポジショニング）を明らかにしました。 
 
 研究内容と成果  

本研究では、外国⼈⽣徒への指導経験を有する⾼等学校の⽇本⼈保健体育教師 7 名を対象に、記述的
質的研究デザインによる半構造化⾯接法注２）によるインタビュー調査を実施しました。その結果、教師は、
外国⼈⽣徒を含む保健体育学習において、⾃らの役割や責任として、①外国⼈⽣徒への安全な学習環境の
確保、②外国⼈⽣徒の学習の適切な評価、③教師であると同時に、ホストペアレントとしての責任（健康
管理や⼼⾝のサポート）、という３つのポジショニングを意識していることが分かりました。すなわち、
教師は、外国⼈⽣徒とのコミュニケーションの困難さにより、⽤具の取り扱いなどにおいて、予測不能な
危険を伴う⾏動をとることがあることから、安全な学習環境の整備に懸念を抱いていました。また、外国
⼈⽣徒の学習評価について、⾔語的な課題による筆記試験の難しさやパフォーマンス評価におけるミス
コミュニケーションがあり、⽇本⼈⽣徒との間での不公平や外国⼈⽣徒の学習を適切かつ正確に評価す
ることについてのジレンマを感じていました。さらに、学習⾯に加えて⽣活⾯においても、運動や健康に
関する知識や情報を提供し、⼼⾝の健康の保持増進のためのサポートをするなど、教師としてだけではな
く、外国⼈⽣徒のホストペアレントとしての役割も担っていることが⽰されました。 

本研究により明らかになった保健体育教師のポジショニングから、⽇本⼈である教師と外国⼈⽣徒の
間には、⾔語的な課題に加えて、健康やスポーツに関する社会的・⽂化的な障壁や、教育的なアプローチ
における困難さが存在していることが⽰唆されました。 
 
 今後の展開  

今回の研究結果を踏まえ、今後、本研究チームでは、教師教育として、現場の教員が直⾯している課題
を解決するためのオンラインワークショップを開催していく予定です。また、インクルーシブ教育に関す
る指導計画や評価、教師の職務等について明確な指針を定め、指導資料を作成するなど、外国⼈⽣徒に対
するよりよい教育の保障に向けた教育システムの整備が望まれます。 

このような分野の研究成果を蓄積していくことで、体育学習の存在意義が明確になるとともに、その学
習の成果として獲得される資質や能⼒の向上にも寄与すると期待されます。 
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 ⽤語解説  
注１） ポジショニング理論 
社会構成主義に基づき、⼈間の⾏動は⽬標を志向するとともに集団の規範や⾏動によって制約され、
個⼈の主観性は他者との相互作⽤によって形成されるという考え⽅。ポジショニングには 2 つのタイ
プ（内省的ポジショニング、相互的ポジショニング）があり、内省的ポジショニングとは、他者との関
係において⾃らを位置付けるために、個⼈が能動的かつ意識的な⾏動をとること、相互的ポジショニ
ングとは、個⼈が⾃⾝の⾔動に基づいて他者を位置付けることを指す。 

注２）半構造化⾯接法 
あらかじめ決められたインタビューの質問項⽬に沿って質問をしつつ、相⼿の反応に応じて、⾯接者
が会話の中で柔軟に話を発展させて必要な情報を得る⼿法。 
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